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人 B リンパ球は，表面免疫グロプリン (slg) , IgGの Fc部分に対する受容体 (FcR) ，補体の第 3
成分に対する受容体 (C3 R) あるいは 1a様抗原など様々な表面形質を有している。しかし，これら表
面形質の多くは B リンパ球に特異的ではなく， B リンパ球の分化，サブセットを解明するためには，
特異抗原の検出が望まれる。本研究では， B細胞型慢性リンパ性白血病 (B-CLL) 細胞に対する抗





粒子の貧食にて判定し， T及びB リンパ球の分離は E ロゼット遠心法によった。抗B-CLL血清は，
B-CLL細胞にて家兎を静注免疫し非働化後，人赤血球，肝粉末，不溶化イムノグロプリン(lgM ，




て用いた。 125 1_標識膜抗原と抗血清を反応させ，生じた免疫複合体は Staphylococcus aureus 
Cowan 1 により沈降させ 還元あるいは非還元下に SDSーポリアクリルアミドゲル電気泳動 (SDS
-87-
-PAGE) を行い抗血清の認識する膜抗原を解析した。抗 19血清，抗p23 ， 30 (1a) 血清にでも聞菱
に行った。
1 )抗BーCLL血清は，正常末梢単核球の 6 %，扇桃細胞の38%及びリンパ節細胞の22%と反応する
が， E ロゼット陽性( T) 細胞あるいは単球とは反応しなかった。抗B-CLL血清ならびに s1g (s 
19M , s1gD , s1gG) による二重標識試験では，抗B-CLL血清は，ほとんどの s1g陽性細胞の.反応し
た。各種白血病細胞との反応性では，抗B-CLL血清は， B-CLL 5 例， HCL 5 例の細胞とは全例
反応するが， FcR陽性T-CLL， C 3 R陽性T-CLL ， AML，急J性リンパ性白血病 (ALL) ，単球性白
血病 (MoL) 及びCML (慢性期及び急性転化時)細胞とはいづれも反応しなかった。
2 )抗B-CLL血清と B-CLL細胞より得た 125 1 -標識膜蛋白の免疫沈降物は，還元下での SDS­
PAGE解析で分子量約76 ， 000ダルトンの位置に 1 つの放射活性を認めた。抗 19血清で、は H鎖と L鎖の
2 つの放射活性を認め，抗 p23 ， 30血清では，分子量約28 ， 000 と 33 ， 000 ダルトンの膜蛋白が検出され
た。抗BーCLL血清で検出された分子量約76 ， 000 ダルトンの膜蛋白 (P-76) は，還元及び非還元下
ともに同一の位置に泳動され disulfide-linked subunit より成るものはない事が示唆された。 P-76
は，抗 L鎖血清にて s1g除去後の B-CLL標識膜蛋白中にも検出された。 P-76は， HCL細胞にも認
められたが， T-CLL及び、 MoL細胞には検出されなかった。正常細胞にわける P-76の表現性の検討





1 )抗B-CLL血清により認識される抗原は，末梢血中の大部分の B リンパ球， B-CLL細胞及び
HCL細胞には表現されているが，末梢 T リンパ球，単球あるいは B リンパ球由来でない白血病細胞
には221められなかった。
2 )この抗原は，分子量約76 ， 000ダルトンの膜蛋白 (P-76) であり， 19分子， 1a様抗原， FcR , 
C 3 R あるいは，すでに報告されている膜抗原とは異なっていると考えられた。
3) P-76は，成熟B リンパ球の良い指標となり，また正常 B リンパ球， B-CLL細胞と HCL細胞
のみが共通抗原を有することより， HCL細胞の B リンパ球性格が強く示唆された。
論文の審査結果の要旨
人 B リンパ球の特異抗原及びその抗原の化学的性状について多くはまだわかっていなし ~o 本研究に
で B リンパ球に特異的な新たな B リンパ球抗原を検出し この抗原の免疫化学的性状を明らかにした。
この抗原は成熟 B リンパ球に表現されている抗原であり，正常及び白血病細胞の分化度，サブセッ
???
トを解明する上で有用な指標になると考えられる。また細胞起属の明らかでない hairy cell leukemia 
細胞についても，この研究を通じて，免疫化学的に B細胞性格を有する事を明らかにした。
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